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当社子会社の業績予想の修正および投資有価証券評価損の計上に関するお知らせ 

 

 

 平成22年10月13日、当社子会社であるＴＲＮコーポレーション株式会社が、平成23年２月期（平成22

年３月１日～平成23年２月28日）の第２四半期累計と通期の業績予想の修正および投資有価証券評価損

の計上をいたしましたので、同社の開示資料を添付のうえ、お知らせいたします。 

 なお、本件による当社の平成23年３月期（平成22年４月１日～平成23年３月31日）の第２四半期累計

および通期の連結業績への影響については、現在精査中であり、業績見通しに変更が生じる場合には判

明次第、速やかにお知らせいたします。 

 

 

 

以上 



 
平成23年2月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年3月1日～平成22年8月31日） 

 
平成23年2月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 

 
平成23年2月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年3月1日～平成22年8月31日) 

 
平成23年2月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 

平成22年10月13日
各 位 

上場会社名 ＴＲＮコーポレーション株式会社

代表者 代表取締役社長 松崎 裕治

（コード番号 3351）

問合せ先責任者 取締役グループ経営企画部長 小島 正也

（TEL 03-5774-0251）

業績予想の修正および投資有価証券評価損の計上に関するお知らせ  

平成22年４月14日に公表いたしました平成23年２月期（平成22年３月１日～平成23年２月28日）の第２四半
期と通期の業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 16,218 204 70 41 362.64

今回発表予想(B) 15,260 18 △74 △206 △1,789.88

増減額(B-A) △957 △186 △144 △248

増減率(%) △5.9 △90.9 ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年2月期第2四半期）

17,087 219 114 196 2,680.20

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 31,822 474 204 121 1,053.00

今回発表予想(B) 30,059 186 25 △137 △1,188.28

増減額(B-A) △1,763 △288 △179 △258

増減率(%) △5.5 △60.8 △87.8 ―

（ご参考）前期実績 
（平成22年2月期）

32,652 256 52 46 623.84

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 306 112 173 173 1,506.80

今回発表予想(B) 306 116 76 △13 △118.83

増減額(B-A) 0 3 △96 △187

増減率(%) 0.0 3.4 △55.8 ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年2月期第2四半期）

306 122 197 204 2,795.82

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 612 229 351 351 3,051.41

今回発表予想(B) 612 215 230 116 1,007.46

増減額(B-A) 0 △13 △121 △235

増減率(%) 0.0 △6.0 △34.4 △67.0

（ご参考）前期実績 
（平成22年2月期）

612 259 378 97 1,302.65



※業績予測につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は予測数値と異な
る可能性があります。尚、予測数値に修正が必要になった場合は、判明次第速やかに開示させていただきます。 

修正の理由 

連結業績修正の主な理由 
 店舗委託事業において業務委託店の出店数が当初の予想を下回ったことなどから、売上高及び営業利益が減少してお
ります。加えて過去に投資していた株式について、投資有価証券評価損125百万円を計上しております。 
 
個別業績修正の主な理由 
 連結子会社である投資事業組合が、所有する株式について、投資有価証券評価損を計上した結果、投資事業組合の運
用損109百万円を営業外費用にて計上しております。 
 
 

以 上


